
 
（様式１） 

 

福島県 大熊町 

 

（基本方針） 

● 大熊町の公共インフラは、生活道路や上下水道等の復旧を最優先とし、関係事業者と

の連携により早期機能回復に取り組んでいる。また、避難指示解除後の区域については

関係機関と調整をとり、国・県の協力を得ながら復旧に努める。 

● 「大熊町第三次復興計画（令和 5 年 12 月策定）」に基づき、大川原地区復興拠点に続

き、令和 4 年 6 月に避難指示が解除された JR 大野駅周辺（下野上地区）に復興拠点を

整備する。産業交流施設・商業施設・社会教育複合施設・住宅等のインフラ・生活・就労

環境整備に努める。 

● 帰還困難区域については、「大熊町特定帰還居住区域復興再生計画（令和 5 年 9 月及

び 6 年 2 月国により認定）」に基づき、区域内の除染を進め、インフラを整備し、住民の帰

還や当該住民の帰還後の再建を目指す。 

 

 

（復旧の概況） 

● （大川原地区・中屋敷地区においては）道路に関して、今後も継続して工事を行う。下水

道に関しては、地域下水道第 4処理施設（大川原地区の農業集落排水施設）の復旧工

事を実施（平成 28 年 5 月完成）。 

公共施設に関しては、坂下ダム管理事務所で電気、ガス、上水設備、浄化槽の復旧及

び除染が終了。大川原地区復興拠点についてはライフラインの整備を令和元年度に完

了。令和元年 5 月より役場庁舎で業務開始。同年 6 月に災害公営住宅、同年 10 月に

再生賃貸住宅の入居開始。令和 2 年 4 月に認知症高齢者グループホーム及び住民福

祉センター、令和 3 年 2 月に診療所が開所。令和 3 年 4 月に商業施設、同年 10 月に

交流施設、宿泊温浴施設が開所。令和 5 年 4 月に再生賃貸住宅（子育て支援）の入居

開始。令和 5 年 8 月より、学び舎ゆめの森（認定こども園・義務教育学校）施設の利用

開始。 

● （特定復興再生拠点区域においては）道路は、幹線道路が災害調査測量済みで令和 3

年度より段階的に復旧工事を実施。町道東 67 号線の改良工事を実施し、近く開通予

定（令和 7年度）。下水道に関しては、地域下水道第 3処理施設（野上地区農業集落排

水施設、令和 3 年 9 月完成）、同第 6 処理施設（令和 4 年 6 月完成）及び同第 2 処理

施設（町地区農業集落排水施設、令和 6 年 12 月完成）の復旧工事を実施。上水道は

一部使用開始（令和 3 年 12 月：企業団）。 

公共施設に関しては、令和 7 年 3 月に JR 大野駅西口（駅西）で産業交流施設、商業施

設等がグランドオープン。令和 6 年 4 月に再生賃貸住宅（大野南・原住宅）が入居開

始。既存施設については、保健センター改修（令和 5 年 3 月完了）、その他の施設につ

いて、解体するものは環境省に解体整備を依頼済み。 

 

事業計画 



インフラ復旧の工程表（福島県大熊町） 令和7年3月末現在

４月 ７月 １０月 １月 ４月 ７月 １０月 １月 ４月 ７月 １０月 １月

海岸

海岸
（3地区海岸）
（帰還困難区域）

県
（土木部所

管）

堤防崩壊
消波工流失

１地区海岸の復旧工事の進捗
を図る。（熊川地区海岸）

１地区海岸の復旧工事の進捗
を図った。（熊川地区海岸）

１地区海岸の復旧工事の完了
を図る。（熊川地区海岸）

海岸
（帰還困難区域）

県
（農林水産
部所管）

消波工流失
農地海岸2箇所（熊川・北夫沢）
について、測量設計を実施。

農地海岸2箇所（熊川・北夫沢）
について、災害査定を受検す
る。

河川

二級河川
２河川（熊川、夫沢川）
（帰還困難区域）

県
護岸流出
河川浸食

１河川の復旧工事の完了を図
る。（熊川）

１河川の復旧工事の完了を
図った。（熊川）

下水道

（帰還困難区域以外（大川

原）H31.4避難指示解除区
域）
大川原地区農業集落排水
事業
【処理施設】
【管路】

町
大川原：工事完了・供用開
始済み

（特定復興再生拠点区域
（野上））
野上地区農業集落排水事
業
【処理施設】
【管路】

町 野上：工事完了・供与開始
済み

（特定復興再生拠点区域）
第1処理施設（地域し尿処理
施設）

町

（特定復興再生拠点区域）
第6処理施設
【処理施設】
【管路】

町

第6処理施設（復旧済、R5
年度）
第６処理区管路、第1処理
区管路の被害調査完了。

（特定復興再生拠点区域）
農業集落排水施設（熊町）
【管路】

町 農業集落排水施設（熊町）
は復旧済み

復旧工事を実施する。
復旧工事を実施した。
【管路】復旧工事を実施した。

（帰還困難区域）
農業集落排水施設（2か所）
その他施設【管路】

町
農業集落排水施設（中央台）
【集落排水】調査・設計を実施
する。
【管路】復旧工事を実施する。

上水道

復旧済（R5年度）

備考・ポイント等

（帰還困難区域・拠点関連）

R７年度 R９年度

復旧済み（R3年度）

R８年度
事業

整備
主体

被災/稼働状況
R６年度の目標
（R6.9.27公表）

R６年度に実施
したこと(成果）

R8年度より復旧工事に着手。

R７年度に実施
すること（目標）

R10年度以降

農業集落排水施設（熊町）は令和6年
度に復旧済み。

廃止（R5年度）

復旧済み（R5年度）

：工程が見込めるもの ：工程が現時点で見込みにくいもの

様式２「工程表」

復旧工事

調査・設計

復旧工事



４月 ７月 １０月 １月 ４月 ７月 １０月 １月 ４月 ７月 １０月 １月
備考・ポイント等

R７年度 R９年度R８年度
事業

整備
主体

被災/稼働状況
R６年度の目標
（R6.9.27公表）

R６年度に実施
したこと(成果）

R７年度に実施
すること（目標）

R10年度以降

：工程が見込めるもの ：工程が現時点で見込みにくいもの

（H31.4避難指示解除区域）
中屋敷地区飲料水安全確
保対策事業

町 工事完了、運用開始

（居住制限区域）
配水施設、給水施設
（主に大川原地区）

双葉地方
水道企業

団

（特定復興再生拠点区域）
大熊高地区配水池

双葉地方
水道企業

団

（帰還困難区域・拠点関連）
配水施設、給水施設
（主に下野上地区）

双葉地方
水道企業

団

目視により、被災を判断で
きる箇所もあるが、実際の
被災状況は不明

未復旧区域の被害調査・応急
復旧を継続実施する

未復旧区域の被害調査・応急
復旧を継続実施した

未復旧区域の被害調査・応急
復旧を継続実施する

（帰還困難区域・拠点関連）
配水施設、給水施設
（主に野上、熊地区）

双葉地方
水道企業

団

目視により、被災を判断で
きる箇所もあるが、実際の
被災状況は不明

未復旧区域の被害調査・応急
復旧を継続実施する

未復旧区域の被害調査・応急
復旧を継続実施した

未復旧区域の被害調査・応急
復旧を継続実施する

（帰還困難区域・拠点関連）
配水施設、給水施設
（主に小入野地区）

双葉地方
水道企業

団

目視により、被災を判断で
きる箇所もあるが、実際の
被災状況は不明

未復旧区域の被害調査・応急
復旧を継続実施する

未復旧区域の被害調査・応急
復旧を継続実施した

未復旧区域の被害調査・応急
復旧を継続実施する

工業用水

（帰還困難区域・中間貯蔵
施設区域）
送水施設、配水施設
（主に大熊東工業団地）

町（双葉地
方水道企

業団）

目視により、被災を判断で
きる箇所もあるが、実際の
被災状況は不明 復旧は未
定

町道

（特定復興再生拠点区域）
町道西20号線ほか

町
路面亀裂、路面陥没等。
平成23年度に主な幹線道
路の災害調査測量済。

損傷個所については随時部分
補修する。

損傷個所について随時部分補
修した。

損傷個所については随時部分
補修する。

（特定復興再生拠点区域）
町道東６７号線

町 改良工事を実施する。 改良工事を実施した。
R7年度の開通を目指す。開通
後は、随時維持・補修する。

（帰還困難区域以外（大川
原・中屋敷）
町道西65号線ほか

町
路面亀裂、路面陥没等。
平成23年度に主な幹線道
路の災害調査測量済。

損傷個所については随時部分
補修する。

損傷個所について随時部分補
修した。

損傷個所については随時部分
補修する。

（帰還困難区域）
町道西73号線
それ以外

町

目視確認済み
法面崩壊（復旧済） 損傷個所については随時部分

補修する。
損傷個所について随時部分補
修した。

損傷個所については随時部分
補修する。

（帰還困難区域）
町道東６３号線

町 新設
整備に向けて、国と協議を進め
る

一部工事を実施した。 工事を実施する。

（帰還困難区域）
その他の道路

町（国）
中間貯蔵施設に繋がる輸
送道路は国（環境省）が補
修。

損傷個所については随時部分
補修する。

損傷個所については随時部分
補修した。

損傷個所については随時部分
補修する。

農地・農業用施設

(帰還困難区域)
農道

町
H26年度 東北農政局の福
島農業基盤再生調査事業
で調査設計委託発注済。

状況を再確認しながら、年間を
通じて維持管理をする。

状況を再確認しながら、年間を
通じて維持管理した。

状況を再確認しながら、年間を
通じて維持管理をする。

（帰還困難区域以外（大川
原））
農道

町
甚大な被害はなし。日常の
管理で維持対応

状況を再確認しながら、年間を
通じて維持管理をする。

状況を再確認しながら、年間を
通じて維持管理した。

状況を再確認しながら、年間を
通じて維持管理をする。

（特定復興再生拠点区域）
農道

町
甚大な被害はなし。日常の
管理で維持対応

状況を再確認しながら、年間を
通じて維持管理をする。

状況を再確認しながら、年間を
通じて維持管理した。

状況を再確認しながら、年間を
通じて維持管理をする。

R7年度の開通を目指す。

町道西73号線は補修済み（R6年度）

中間貯蔵施設に繋がる輸送道路は国
（環境省）が補修。

令和３年度に一部区域を除き復旧済
み
（令和3年12月から一部区域を除き使
用再開）

令和３年度に一部区域を除き復旧済
み
（令和3年12月から一部区域を除き使
用再開）

令和３年度に一部区域を除き復旧済
み
（令和3年12月から一部区域を除き使
用再開）

居住制限区域
平成２８年８月復旧済み

平成３０年度に復旧済み

町道西65号線は補修済み（R6年度）

特定帰還居住区域復興再生計画に基
づき整備を進める。町道東６３号線は
R10年度の完成を目指す。

調査・復旧工事

調査・復旧工事

調査・復旧工事

開通



４月 ７月 １０月 １月 ４月 ７月 １０月 １月 ４月 ７月 １０月 １月
備考・ポイント等

R７年度 R９年度R８年度
事業

整備
主体

被災/稼働状況
R６年度の目標
（R6.9.27公表）

R６年度に実施
したこと(成果）

R７年度に実施
すること（目標）

R10年度以降

：工程が見込めるもの ：工程が現時点で見込みにくいもの

(特定復興再生拠点)
用水・排水路等農業用施設

町
H26秋以降に現地調査
東北農政局の福島農業基
盤再生調査事業で調査

状況を再確認しながら、年間を
通じて維持管理をする。

状況を再確認しながら、年間を
通じて維持管理した。

状況を再確認しながら、年間を
通じて維持管理をする。

（帰還困難区域以外（大川
原））
用水・排水路等農業用施設

町
H26年度 東北農政局の福
島農業基盤再生調査事業
で調査設計委託発注済。

営農再開と調整を図り復旧個
所を確認・復旧し、年間を通じ
て維持管理する。

状況を再確認しながら、年間を
通じて維持管理した。

状況を再確認しながら、年間を
通じて維持管理をする。

(帰還困難区域)
ため池 鈴内 外89箇所

町

H23年度 一次調査済。
H25年度 東北農政局に
て、農地農業用施設災害復
旧調査設計業務委託実施。
調査済42箇所。うち被災あ
り36箇所。
残り48箇所は、中間貯蔵施
設計画区域内のため調査
未了。

ため池６か所の放射性物質対
策工事を実施する。
2か所の災害復旧工事を実施
する

ため池６か所の放射性物質対
策工事を実施した。2か所の災
害復旧工事を実施した。

ため池2か所の放射性物質対
策工事を実施する。1か所の放
射性物質対策工事の調査・設
計を実施する。

（帰還困難区域以外（大川
原・中屋敷））
ため池 頭森 外６箇所

町

H23年度 一次調査済。
H25年度 東北農政局に
て、農地農業用施設災害復
旧調査設計業務委託実施。
以降継続調査中。調査済6
箇所。うち被災あり5箇所
Ｈ30.2.13（頭森ため池、横田
ため池）災害査定実施。

ため池５か所の放射性物質対
策工事を実施する。
状況を再確認しながら、年間を
通じて維持管理をする。

ため池５か所の放射性物質対
策工事を実施した。状況を再確
認しながら、年間を通じて維持
管理をした。

状況を再確認しながら、年間を
通じて維持管理をする。

（特定復興再生拠点区域）
ため池 新溜 外6箇所

町

H23年度 一次調査済。
H25年度 東北農政局に
て、農地農業用施設災害復
旧調査設計業務委託実施。

１か所の災害復旧工事を実施
する（昨年度からの繰り越し）。

１か所の災害復旧工事を実施
した。

状況を再確認しながら、年間を
通じて維持管理をする。

林道施設 町

H23・24 一次（目視点検）
調査済。
H27 一部県と協議実施
(済)。
工事実施未定。

状況を再確認しながら、年間を
通じて維持管理する。

状況を再確認しながら、年間を
通じて維持管理した。

状況を再確認しながら、年間を
通じて維持管理する。

医療施設

大野病院 県

帰還困難区域に立地し現
地での再開が困難であるた
め、当面の対応として双葉
地域の帰還等を支えるた
め、ふたば医療センターを
整備。

「双葉地域における中核
的病院のあり方検討会議」
を経て、現病院は解体の
上、同敷地に新たな病院の
整備を進めることとした。

・現病院内残置物の撤去
・現病院の解体に向けた設計

・現病院内残置物の撤去
・現病院の解体に向けた設計

・新病院の建築設計
・現病院の解体

文教施設

（帰還困難区域以外（大川原））

学びの舎ゆめの森（幼保小
中）（新設）

町 竣工済み 年間を通じて維持管理をする。

(特定復興再生拠点区域)
学校給食施設整備事業

町 新設計画 基本構想・基本設計を検討・実施する
基本構想・基本計画を実施し

た。
基本設計・実施設計を実施し、
工事を開始する。

（特定復興再生拠点区域）
大熊町文化センター

町
被害調査を実施。
解体予定（時期未定）

（解体整備予定（整備計画未定）） 解体作業中（整備計画未定） （解体整備予定（整備計画未定））

一部機能については、今後整備され
る社会教育複合施設（大野駅西）に統
合。現在、駐車場跡地を大熊スクリー
ニング場（内閣府）として使用。

R5年度より、町内で教育活動を再開
（義務教育学校、認定こども園）

R9年度に運用を開始するため、R8年
度内の完成を目指す。

基本設計・実施設計

工事
運用

調査、基本・実施設計

現病院解体

造成、建築工事（外構工事含む）



４月 ７月 １０月 １月 ４月 ７月 １０月 １月 ４月 ７月 １０月 １月
備考・ポイント等

R７年度 R９年度R８年度
事業

整備
主体

被災/稼働状況
R６年度の目標
（R6.9.27公表）

R６年度に実施
したこと(成果）

R７年度に実施
すること（目標）

R10年度以降

：工程が見込めるもの ：工程が現時点で見込みにくいもの

（特定復興再生拠点区域）
大熊町図書館・民俗伝承館

町 解体済み （解体整備予定（整備計画未定）） 解体済み（整備計画未定）

（特定復興再生拠点区域）
社会教育複合施設

町 新設計画 基本設計・実施設計を実施する
基本設計・実施設計を実施し

た。
工事を実施する。

（帰還困難区域）
総合体育館

町
帰還困難区域内にあり、被
害調査は未実施。

（特定復興再生拠点区域）
第２体育館（大野）

町 解体済み 整備計画未定 整備計画未定

（特定復興再生拠点区域）
第３体育館（野上）

町 解体済み 整備計画未定 整備計画未定

（帰還困難区域）
武道館

町 被害調査を実施。

（帰還困難区域）
増健センター

町
被害調査を実施。

（帰還困難区域）
総合グランド

町

帰還困難区域内にあり、被
害調査は未実施。
町内の事業で発生した土壌
等の仮置場として使用して
いる。

（帰還困難区域）
町営野球場

町
町内の事業で発生した土壌
等の仮置場として使用して
いる。

（特定復興再生拠点区域）
総合運動公園(原・旭台)

町 新設計画 事業説明会等を実施する。
地権者への説明、基盤の基本
計画を策定した。

事業説明会等を実施する。

（帰還困難区域・中間貯蔵
施設区域）
熊町幼稚園

町 被害調査を実施

（特定復興再生拠点区域）
大野幼稚園

町
被害調査を実施。
解体済み

（帰還困難区域）
熊町小学校

町 被害調査を実施。
今後、施設の解体及び利用等

について検討する。

（特定復興再生拠点区域）
大野小学校

町
被害調査を実施。
用途廃止済み

（特定復興再生拠点区域）
大熊中学校

町
被害調査を実施。
用途廃止済み。

双葉翔陽高等学校
県

目視による被害状況の確認
を行っている。外壁のひび
割れや剥離などが確認され
ている。

住民帰還や小・中学校の再開
後の状況を踏まえながら、今後
の在り方の検討

今後の在り方の検討
住民帰還や小・中学校の再開
後の状況を踏まえながら、今後
の在り方の検討

福祉施設

現在休校中としており、今後の在り方
を検討中。（住民の帰還状況、小・中
学校の再開後の状況を考慮しながら
在り方を検討する。）

一部機能については、今後建設され
る社会教育複合施設に統合。なお、
跡地については、下野上復興拠点の
大野駅東住宅エリアの一部として活用
予定。

解体済み。跡地に学校給食セン
ターを建設する予定。

図書館、公民館や博物館等の機能を
持つ社会教育複合施設を整備する。
令和10年度の完成を見込む。

「熊町小学校など」の取扱いについ
て、今後、協議会で検討する予定。

（解体済み（整備計画未定））

令和4年3月に用途廃止
（大熊インキュベーションセンター）

解体済み
跡地に学校給食センターを建設予定。

令和4年3月に用途廃止
発電施設整備エリアとして活用

事業説明会・許認可取得 用地取得、基盤の基本設計・実施設計 基盤工事







４月 ７月 １０月 １月 ４月 ７月 １０月 １月 ４月 ７月 １０月 １月
備考・ポイント等

R７年度 R９年度R８年度
事業

整備
主体

被災/稼働状況
R６年度の目標
（R6.9.27公表）

R６年度に実施
したこと(成果）

R７年度に実施
すること（目標）

R10年度以降

：工程が見込めるもの ：工程が現時点で見込みにくいもの

町内バスの運行 町
JR大野駅～大川原復興拠
点～JR富岡駅を結ぶ町内
バスを運行

年間を通じて運行するととも
に、特定復興再生拠点区域内
における新たなルート設定を行
う。併せて、新たな交通施策を
導入する。

年間を通じて運行するととも
に、特定復興再生拠点区域内
における新たなルート設定及び
ダイヤ改正を行った。併せて、
新たな交通施策（デマンド交
通）を導入した。

年間を通じて運行するととも
に、特定復興再生拠点区域内
における新たなルート設定を行
う。併せて、新たな交通施策を
導入する。

復興まちづくり計画

復興まちづくり計画 町

沿岸部の熊川・小入野・夫
沢地区が津波により家屋や
人命等を失う甚大な被害を
受けた。また、町内全域が
放射性物質の影響により、
町内全域に避難指示が出さ
れていたが、一部解除され
た（中屋敷・大川原地区、特
定復興再生拠点区域）

（帰還困難区域以外（大川
原））
復興拠点整備

町

除染が終了した大川原地区
を町内復興拠点として整備
し、帰町する住民の受皿と
する。

年間を通じ、適宜、整備・運用
を継続する。

年間を通じ、適宜、整備・運用
を継続した。

年間を通じ、適宜、整備・運用
を継続する。

（特定復興再生拠点区域）
下野上復興拠点の整備

町

特定復興再生区域（860ha）
を定め、区域内の除染及び
インフラ復旧・整備を一体的
に進めることにより、概ね５
年後の当該区域の避難指
示解除を目指す計画。区域
内の除染（環境省）及びイン
フラ復旧・整備を進め、R４
年６月に避難指示解除を
行った。

基盤の設計・工事・インフラ整
備を順次行う。産業交流施設
や商業施設の第1期工事の完
成を目指す。

基盤の設計・工事・インフラ整
備を順次行った。産業交流施
設や商業施設の第1期工事を
完成した。

基盤の設計・工事・インフラ整
備を順次行う。

（特定復興再生拠点区域）
西大和久一団地整備

町
R４年６月に特定復興再生
拠点区域の避難指示解除
を行ったエリアの再開発を
行う。

事業説明会等を実施する
事業説明会等を実施した。

用地取得、基盤の基本設計・
実施設計を実施する。

除染

先行除染 国
住宅地、ダム等の除染実施
済み

面的除染 国 Ｈ２６年３月に完了

フォローアップ除染 国
必要に応じて、除染のフォ
ローアップを実施

必要に応じて、除染のフォロー
アップを実施する。

除染のフォローアップを実施し
た。

必要に応じて、除染のフォロー
アップを実施する。

仮置場 国 除染仮置場（3ヶ所）
引き続き除去土壌等の管理、
中間貯蔵施設等への輸送を実
施する。

保管中の除去土壌等を中間貯
蔵施設へ輸送した。

引き続き除去土壌等の管理、
中間貯蔵施設等への輸送を実
施する。

（帰還困難区域）
特定復興再生拠点区域内
の除染・廃棄物処理

国
計画に基づき、除染・廃棄
物処理を実施

計画に基づき、除染・廃棄物処
理を実施する。

計画に基づき除染・廃棄物処
理を実施し、令和７年１月末時
点で除染は概ね実施済み。令
和７年１月末時点家屋等の解
体の進捗率（申請受付件数比）
は約91％。

計画に基づき、除染・廃棄物処
理を実施する。

（帰還困難区域）
特定帰還居住区域内の除
染・廃棄物処理

国 特定帰還居住区域の設定
計画に基づき、除染・廃棄物処
理を実施する。

令和５年12月20日より除染や
家屋等の解体に着手している。

計画に基づき、除染・廃棄物処
理を実施する。

廃棄物等処理

・帰還困難区域・拠点関連

・帰還困難区域・特定帰還居住区域
関連

R元年度より運行開始

R12年度までに防災機能を有する広
場、産業団地、商業施設を整備する
予定。

大熊町第三次復興計画が完成（令和
５年12月）

社会教育複合施設などを整備する。

用地取得、基盤の基本設計・実施設計 基盤工事

除去土壌の管理、中間貯蔵施設への輸送

計画に基づく除染・廃棄物処理等

計画に基づく除染・廃棄物処理等



４月 ７月 １０月 １月 ４月 ７月 １０月 １月 ４月 ７月 １０月 １月
備考・ポイント等

R７年度 R９年度R８年度
事業

整備
主体

被災/稼働状況
R６年度の目標
（R6.9.27公表）

R６年度に実施
したこと(成果）

R７年度に実施
すること（目標）

R10年度以降

：工程が見込めるもの ：工程が現時点で見込みにくいもの

対策地域内廃棄物処理 国
（仮設焼却施設）
稼働中

可燃性廃棄物の焼却処理を実
施する。

可燃性廃棄物の焼却処理を実
施した。

可燃性廃棄物の焼却処理を実
施する。

（特定復興再生拠点区域）
ゴミステーション

町
R5年6月までは環境省が家
庭ごみを回収

年間を通じて維持管理をする。 年間を通じて維持管理した。 復旧・再開済み（R5年度）

可燃物処理








